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4
月
9
日
（
日
）
板
橋
区
立
文
化
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

東
京
土
建
板
橋
支
部
第
67
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
組
合
員
1

1
1
人
・
来
賓
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

4
月
23
日
投
開
票
で
板
橋

区
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

す
。東

京
土
建
板
橋
支
部
で

は
、
「
チ
ェ
ン
ジ
い
た
ば
し

区
民
の
会
」の
推
薦
を
受
け
、

4
月
11
日
の
臨
時
執
行
委
員

会
で
佐
久
ひ
ろ
み
さ
ん
の
推

薦
を
確
認
し
ま
し
た
。

坂
本
区
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍

3
年
間
で
住
民
の
暮
ら
し
が

大
変
な
時
に
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
を
削
り
、
基
金
を
5
0
0

億
円
近
く
も
た
め
込
み
、
そ

の
総
額
は
1
1
4
4
億
円
と

な
り
ま
し
た
。

佐
久
さ
ん
は
「
区
民
の
税

金
は
区
民
の
た
め
」
に
活
用

し
、
区
民
の
暮
ら
し
・
福
祉

・
教
育
・
営
業
を
守
る
た
め

に
希
望
あ
る
区
政
に
改
革
す

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
公
契
約
条
例
制

定
で
、
板
橋
区
か
ら
「
後
継

者
の
育
つ
建
設
産
業
の
実

現
」
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の

拡
充
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
を

国
に
求
め
る
な
ど
、
悪
政
を

進
め
る
国
政
か
ら
区
民
を
守

る
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
3
年
目
を
む

か
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
と
、
生
活
物

価
の
高
騰
に
加
え
、
資
材
と

燃
料
の
価
格
高
騰
の
た
め
仕

事
と
暮
ら
し
が
困
難
な
状
況

下
で
、
運
動
の
到
達
点
を
総

括
し
、
新
た
な
運
動
方
針
を

確
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
23
日
投
開
票

の
板
橋
区
長
選
挙
・
一
斉
地

方
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
組
合

が
積
み
重
ね
た
私
た
ち
の
要

求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
絶

好
の
機
会
と
し
て
、
区
政
を

区
民
の
手
に
取
り
戻
す
た
め

に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

「
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
運
動
」

の
一
層
の
前
進
と
、
地
域
の

多
数
派
結
集
の
た
め
の
「
強

固
な
組
織
づ
く
り
」
、
分
会

・
群
の
組
織
強
化
で
実
増
を

勝
ち
取
る
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
3
年
ぶ
り
に
支

部
制
定
歌
の
斉
唱
を
行
い
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
詳
細
は
5
月

号
で
報
告
し
ま
す
。

2
0
0
0
年
に
始
ま
っ
た

介
護
保
険
制
度
が
、
2
0
2

4
年
度
か
ら
の
第
9
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
合
わ
せ
て

改
悪
す
る
検
討
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
板
橋
区
に
は
第
1

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

の
区
民
の
皆
さ
ん
が
払
っ
て

い
る
介
護
保
険
料
が
、
余
っ

た
時
は
返
さ
な
い
で
「
介
護

保
険
給
付
費
準
備
基

金
」
に
35
億
円
も
積

み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
介
護
保
険

の
該
当
で
は
な
い
組

合
員
も
い
ず
れ
支
払

う
事
に
な
っ
た
時
に

直
面
す
る
問
題
で

す
。東

京
土
建
で
は
2

0
2
2
年
11
月
（
1

5
3
5
筆
）
と
2
0
2
3
年

2
月
（
1
4
5
3
筆
）
の
取

り
組
み
で
、
合
わ
せ
て
2
9

8
8
筆
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
板
橋
社

保
協
加
盟
団
体
及
び
老
人
ク

ラ
ブ
に
も
署
名
の
協
力
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
全
体
で
1

8
3
9
筆
の
署
名
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
は
「
会
員
み
ん

な
で
協
力
し
た
い
が
、
い
つ

ま
で
か
」
な
ど
、
積
極
的
な

問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。3

月
31
日
に
板
橋
社
会
保

障
推
進
協
議
会
と
し
て
板
橋

区
長
に
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

34
年
前
の

4
月
1
日
、

消
費
税
が
導

入
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
前

は
売
上
税
と

し
て
登
場
し

ま
し
た
が
、
国
民
的
な
大
運

動
の
前
に
導
入
は
断
念
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
後
、「
消
費
税
」

と
名
前
を
変
え
て
導
入
さ

れ
、
3
％
か
ら
今
や
10
％
へ

と
巨
大
化
し
、
さ
ら
に
増
大

し
続
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
消
費
税
は
、
流
通
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
課
税
さ
れ
、

物
価
高
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ

せ
て
い
ま
す
。
名
前
を
変
え

て
導
入
さ
れ
た
と
言
え
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
、
当
初
は

「
国
民
総
背
番
号
制
度
」
と

し
て
登
場
し
、
総
ス
カ
ン
を

食
ら
っ
た
の
で
横
文
字
で
再

登
場
し
、
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ

る
個
人
情
報
を
飲
み
込
も
う

と
し
て
い
ま
す
▼
か
た
や
私

た
ち
の
お
膝
元
板
橋
区
で

は
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
バ
サ

バ
サ
切
り
捨
て
、
区
民
の
税

金
を
た
め
こ
ん
だ
基
金
は
今

や
1
1
4
4
億
を
超
え
ま
し

た
。
心
の
中
に
あ
る
モ
ヤ
モ

ヤ
を
は
ら
す
時
で
す
。
4
月

23
日
投
開
票
で
区
長
・
区
議

会
議
員
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。こ
の
結
果
は
、国
政
へ

も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な

い
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小

さ
く
て
も
み
ん
な
で
寄
せ
あ

え
ば
大
き
な
力
に
。日
曜
日
、

疲
れ
て
へ
と
へ
と
で
も
、
ひ

と
踏
ん
張
り
し
て
、
み
ん
な

で
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
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まずは正しく
理解しましょう

まずは正しく
理解しましょう

5月9日（火） 夜7時30分
板橋支部会館「あーちぷらざ」

《参加費無料》

支部へ電話して下さい 3963 5325

内容…実務的な内容や「どうする」など、
制度の基本を正しく理解することを
目的とします。

インボイス学習会

第67回定期大会第67回定期大会

税金対策部会
でのつぶやき
税金対策部会
でのつぶやき

３５億円のため込みを吐き
出し、介護保険料を引き上げ
ないこと等を求める要請行動

第
2
次
提
出
分
の
署
名

区民から寄せられた要請署名
を提出しました

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

板
橋
区
長
選
挙
に

佐
久
ひ
ろ
み
さ
ん
の
推
薦
を

確
認
し
ま
し
た

板橋区長候補の佐久ひろみさん

しっかり学んで、再度点検しましょう

ため込まれた区民の税金1144億円

「働き方改革と
労働時間管理」学習会

44月月2211日日（（金金））夜7時～8時半頃
板橋支部会館「あーちぷらざ」

《参加費無料》

東上線 中板橋駅 7分
三田線 板橋本町駅 10分

東京都豊島区西池袋5－22－15
※板橋〈3963〉5 3 2 5

電話 練馬〈3825〉5 5 2 2
北〈5390〉6 0 2 1
豊島〈3986〉2 4 7 1

発行人 代表者 川合 正人
発行日 1日、9日、17日、25日

東京土建一般労働組合
城北ブロック会議

発 行 所

定
価
30
円

（
購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

）

労働基準監督署を講師に

予約制

緊急に区民の暮らし・仕事
のために吐き出せ!!

緊急に区民の暮らし・仕事
のために吐き出せ!!



2023年4月1日 （2）け ん せ つ 北 部（第三種郵便物認可）第2704号

3
月
12
日
（
日
）
板
橋
支

部
会
館
で
第
17
回
板
橋
支
部

Ｐ
Ａ
Ｌ
総
会
が
開
催
さ
れ
、

12
分
会
か
ら
19
人
の
仲
間
が

参
加
し
ま
し
た
。

藤
代
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
野
村
幹
事
長
か
ら
、「
情

報
収
集
・
交
渉
・
現
場
と
処

遇
改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
て
い
く
中
で
、
仲
間
の
悩

み
に
寄
り
添
い
、
要
求
を
具

体
化
し
、
仲
間
の
働
く
実
態

を
明
ら
か
に
し

て
い
く
Ｐ
Ａ
Ｌ

運
動
を
強
化
し

よ
う
！
」
と
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
提

起
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に

は
、
①
年
間
4

・
5
％
の
Ｐ
Ａ

Ｌ
確
立
の
た
め

に
、
各
分
会
で

春
と
秋
に
2
名

ず
つ
の
会
員
拡

大
を
お
こ
な
う
②
春
・
秋
の

企
業
交
渉
に
向
け
現
場
情
報

を
収
集
し
、
従
事
者
会
議
で

要
求
を
固
め
、
交
渉
で
生
花

を
あ
げ
よ
う
③
要
求
賃
金
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
各

職
種
別
に
職

種
別
会
合
を

開
催
し
よ
う

な
ど
の
方
針

を
確
認
し
ま

し
た
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
会
長

を
務
め
て
き
た
坂
下
分
会
の

藤
代
さ
ん
か
ら
、
志
村
坂
上

分
会
の
遠
藤
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
新
役
員

体
制
を
確
認
し
、
全
体
で
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

イ
キ
イ
キ
会
は
、
総
会
を

3
月
25
日
、
午
前
11
時
か
ら

支
部
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
3
年
目
の
中

で
の
開
催
と
い
う
事
で
、
短

時
間
で
行
い
、
懇
親
会
等
は

せ
ず
、
お
弁
当
の
持
ち
帰
り

と
な
り
ま
し
た
。
12
分
会
か

ら
35
人
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

嵐
田
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
活
発
な
活
動
は
で
き

な
い
一
年
で
し
た
が
、
来
年

度
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
活

動
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
支

部
役
員
を
代
表
し
て
山
本
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま

し
た
。

続
い
て
岩
井
事
務
局
長
が

2
0
2
2
年
度
の
経
過
で
、

春
・
秋
の
拡
大
や
、
平
和
や

福
祉
を
守
る
取
り
組
み
、
11

月
に
行
っ
た
楽
し
い
ゲ
ー
ム

大
会
の
実
施
な
ど
を
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
キ
イ
キ

会
の
機
関
紙
「
福
寿
草
」
が

日
本
機
関
紙
協
会
の
新
年
号

コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。あ

わ
せ
て
、

2
0
2
3
年
度

の
方
針
案
を
提

案
し
、
島
田
副

会
長
が
会
計
報

告
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今

期
で
勇
退
と
な

る
嵐
田
会
長
、

岩
井
事
務
局

長
、
大
塚
副
会

長
よ
り
、
退
任

の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
2
0
2
3
年
度
の

方
針
案
を
採
択
し
、
新
年
度

の
役
員
（
表
）
を
選
出
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

イ
キ
イ
キ
会
新
旧
役
員
の
み
な
さ
ん

分
散
会
で
仕
事
の
実
態
を
交
流

新
年
度
役
員
体
制
（
敬
称
略
）

会
長

遠
藤
真
（
志
村
坂
上
）

副
会
長

坂
本
雄
一
郎
（
蓮
根
）

副
会
長

桜
井
雄
一
（
志
村
坂
上
）

副
会
長

原
功
（
新
赤
塚
）

副
会
長

堀
内
隆
志
（
事
業
所
）

幹
事
長

野
村
進
（
蓮
根
）

副
幹
事
長

伊
藤
和
雄
（
仲
宿
）

3
月
11
日
、
板
橋
支
部
会

館
5
階
に
て
、
各
分
会
か
ら

39
人
の
参
加
で
、
女
性
の
会

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
昨
年
亡
く
な
ら

れ
た
女
性
の
会
会
員
さ
ん
へ

の
黙
と
う
と
、
今
日
が
3
月

11
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

12
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
の
黙
と

う
を
参
加
の
会
員
さ
ん

と
共
に
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
女
性
の
会

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
挨

拶
と
し
て
支
部
副
委
員

長
担
当
四
役
の
須
賀
さ

ん
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
保
険
証
の
一
本

化
に
反
対
』
の
学
習
会

を
お
こ
な
い
、
講
師
に

は
本
部
か
ら
木
村
書
記

次
長
に
来
て
頂
き
ま
し

た
。
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
本
当

に
必
要
な
事
な
の
か
、
具
体

化
す
る
に
は
色
々
な
問
題
点

が
多
く
あ
る
事
な
ど
、
と
り

あ
え
ず
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
作
ら
せ
る
の
に
必
死
な

国
の
や
り
方
に
憤
り
を
感
じ

ま
し
た
。
保
険
証
の
一
本
化

に
反
対
し
、女
性
の
会
で
は
、

こ
の
学
習
か
ら
得
た
事
を
今

年
度
、
女
性
の
会
独
自
で
署

名
行
動
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
習
会
を
終
え
、
2
0
2

2
年
度
の
基
調
報
告
及

び
経
過
報
告
と
続
き
、

2
0
2
3
年
度
予
算
案

の
提
案
。
採
択
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
、
無
事
に

女
性
の
会
総
会
が
終
わ
り
ま

し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
、
ま
だ

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
中

で
、女
性
の
会
の
行
動
や
、イ

ベ
ン
ト
の
制
限
が
有
り
コ
ロ

ナ
前
の
様
な
事
が
出
来
ず
に

い
ま
し
た
が
、
2
0
2
3
年

度
は
、
状
況
を
見
な
が
ら
女

性
の
会
会
員
さ
ん
が
、
交
流

が
持
て
る
場
を
企
画
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
服
部
里
美

新
赤
塚
】

女
性
の
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
め
ざ
し
て 3月20日に板橋支

部青年部総会を開催
しました。当日は5
人の参加でした。取
り組みの総括、新年
度方針、新年度体制
を確認しあい、皆で
青年部活動を前進さ
せようと決意を固めました。
今年度で馬場部長代行および丸山青年部書記長が青年部

卒業となり、新年度の青年部長には丸谷智輝（上赤成増）
さん、青年部書記長に菊池斗亜（上赤成増）さんが選出さ
れました。会議終了後には毎年恒例の懇親会を行いました。

青年部総会に集まった仲間たち

総
会
参
加
の
み
な
さ
ん

新
年
度
役
員
（
敬
称
略
）

会
長

高
瀬
佳
江

舟
渡
高
島
分
会

副
会
長

服
部
里
美

新
赤
塚
分
会

事
務
局
長

鈴
木
ア
ナ
リ
ン

前
野
中
台
分
会

事
務
局
次
長

大
平
友
美

徳
丸
分
会

会
計
監
査

丹
野
照
美

事
業
所
分
会

新年度の役員（敬称略）
前野中台分会
仲宿分会
蓮根分会
舟渡高島分会
徳丸分会
上赤成増分会
大山分会

金井 設男
伊藤 和雄
松浦 久雄
高橋 誠
新原 巌
下畑 壽加衛
島田 多鶴子

会長

副会長

事務局長

青年部活動を前進させようと
決意を固めた青年部総会

現
場
従
事
者
の
結
集
で
処
遇
改
善
を
進
め

さ
ら
な
る
Ｐ
Ａ
Ｌ
運
動
の
発
展
を
確
認

現
場
従
事
者
の
結
集
で
処
遇
改
善
を
進
め

さ
ら
な
る
Ｐ
Ａ
Ｌ
運
動
の
発
展
を
確
認

ＰＡＬ
総 会

第
56
回

女
性
の
会
総
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
学
習
を
力
に

宣
伝
を
強
め
る
意
思
統
一
も
行
い
ま
し
た

会員の皆さんの協力で活動を
イキイキ会総会
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今
回
も
受
付
で
確
定
申
告

書
を
預
か
り
、
代
表
者
が
税

務
署
に
申
告
を
行
い
ま
し

た
。集

会
で
は
、
税
理
士
の
斉

藤
正
弘
さ
ん
か
ら
、「
イ
ン
ボ

イ
ス
・
電
子
帳
簿
保
存
法
・

自
主
申
告
運
動
へ
の
攻
撃
」

と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

本
質
は
、
消
費
税
の
仕
組
み

を
知
ら
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
消
費
税
は
事
業
者
が
対

価
を
得
た
も
の
に
課
税
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
消
費
者
が

負
担
す
る
と
は
ど
こ
に
も
書

い
て
い
な
い
。
物
を
買
う
と

き
の
消
費
税
は
物
の
値
段
、

物
価
で
あ
る
」
「
景
気
に
左

右
さ
れ
ず
安
定
し
て
い
る
の

で
、
国
に
と
っ
て
は
あ
り
が

た
い
税
金
だ
が
、
赤
字
で
も

納
税
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

滞
納
も
一
番
多
い
」
な
ど
、

消
費
税
の
誤
解
や
、
中
小
事

業
者
に
と
っ
て
過
酷
な
税
金

だ
と
話
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
来

年
か
ら
始
ま
る
電
子
帳
簿
保

存
と
セ
ッ
ト
（
電
子
イ
ン
ボ

イ
ス
）
に
す
る
こ
と
で
意
味

を
持
ち
、
徴
税
が
強
化
さ
れ

ま
す
。

創
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
「
税
理
士
で
な
い
者
が
税

務
相
談
を
行
っ
た
場
合
の
、

停
止
命
令
制
度
」
は
、
自
主

申
告
制
度
を
壊
し
、
国
民
主

権
、
国
税
通
則
法
を
も
ふ
み

に
じ
る
も
の
で
す
。

税
金
の
集
め
方
・
使
い
方

を
正
す
運
動
は
、
平
和
と
民

主
主
義
を
守
る
上
で
、
重
要

な
意
義
を
持
ち
ま
す
。

4
月
に
は
統
一
地
方
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
消
費
税
を
5

％
に
、
自
主
申
告
制
度
を
守

り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中

止
な
ど
、
力
を
合
わ
せ
て
悪

政
を
変
え
て
い
こ
う
と
、
集

会
で
決
議
し
ま
し
た
。

【
徳
丸
分
会

野
崎
寿
江
】

3
月
28
日
（
火
）
18
時
か

ら
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

『
も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い

！
3
・
28
生
活
危
機
突
破
決

起
集
会
』
が
、
全
体
で
1
0

0
0
人
、
板
橋
支
部
か
ら
18

人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
東
京
土
建
の
呼

び
か
け
で
、
建
設
ア
ク
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会
（
千
葉
土
建

・
埼
玉
土
建
・
神
奈
川
土
建

・
神
奈
川
県
連
）
の
仲
間
を

は
じ
め
、
東
京
地
評
・
全
商

連
・
建
交
労
・
国
交
労
組
、

は
る
ば
る
福
岡
か
ら
も
福
建

労
の
仲
間
た
ち
、
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
、
幅
広
い

参
加
が
あ
り
、
運
動
の
広
が

り
を
感
じ
さ
せ
る
集
会
で
し

た
。集

会
決
議
で
は
、
①
大
軍

拡
・
大
増
税
反
対
②
消
費
税

減
税
③
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
中

止
④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

押
し
付
け
・
保
険
証
廃
止
反

対
⑤
賃
上
げ
政
策
と
最
低
賃

金
1
5
0
0
円
を
政
府
に
求

め
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
参
加
団
体
か

ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

の
清
水
宏
さ
ん
か
登
場
、「
消

費
税
を
預
り
金
と
い
う
な

ら
、
税
金
そ
の
も
の
が
国
民

か
ら
の
預
か
り
金
な
の
で
は

な
い
の
か
、
そ
れ
を
国
民
の

た
め
に
使
わ
な
い
な
ら
返
し

て
も
ら
お
う
！
」
の
呼
び
か

け
で
、
会
場
か
ら
見
え
る
庁

舎
に
向
け
、会
場
全
体
で「
金

返
せ
」
コ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。集

会
終
了
後
は
、
久
し
ぶ

り
で
夜
の
銀
座
へ
元
気
に
デ

モ
行
進
を
行
い
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

3
月
21
日
に
板
橋
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
で
「
原
発
を
止
め

た
裁
判
長
」
の
映
画
と
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
2
0
1
1

年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
の
際
の
巨
大
津
波
の
影
響

で
引
き
起
こ
さ
れ
た
原
発
事

故
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、「
3

・
11
か
ら
未
来
を
ひ
ら
く

会
」
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

取
り
組
み
で
す
。

今
回
は
、
2
0
1
4
年
に

関
西
電
力
大
飯
原
発
の
運
転

停
止
命
令
を
下
し
た
樋
口
英

明
・
福
井
地
裁
元
裁
判
長
を

招
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
会
場
を
い

っ
ぱ
い
に
す
る
1
9
0
人
、

東
京
土
建
か
ら
14
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

樋
口
さ
ん
は
、
定
年
退
官

の
後
、
日
本
の
す
べ
て
の
原

発
に
共
通
す
る
危
険
性
を
社

会
に
説
く
と
し
て
講
演
活
動

を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。樋

口
さ
ん
は
、
「
原
発
の

仕
組
み
は
私
た
ち
の
常
識
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
。
火
力

発
電
所
は
火
を
止
め
れ
ば
安

全
に
な
る
が
、
原
発
は
、
核

分
裂
反
応
を
止
め
て
も
、
電

気
で
水
を
送
り
続
け
て
燃
料

を
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
過

酷
事
故
が
起
こ
る
。
運
転
を

止
め
れ
ば
安
全
に
な
る
と
い

う
、
私
た
ち
の
常
識
が
通
用

し
な
い
技
術
」
「
老
朽
化
す

れ
ば
、
停
止
し
た
期
間
が
あ

っ
て
も
経
年
劣
化
す
る
の
で

想
定
外
の
事
態
が
続
々
と
起

こ
る
こ
と
は
誰
に
で
も
理
解

で
き
る
、
今
岸
田
首
相
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
原
発
の
本
質
が
わ
か
っ

て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
」
、
ま
た
「
現
在
日
本

に
は
海
岸
沿
い
に
原
発
が
50

数
基
な
ら
ん
で
い
る
が
、
原

発
は
自
国
に
向
け
ら
れ
た
核

兵
器
。
軍
事
費
を
増
や
す
の

で
は
な
く
平
和
的
な
外
交
を

進
め
な
け
れ
ば
国
を
亡
ぼ
す

こ
と
に
な
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
久
し

ぶ
り
に
原
発
の
話
を
聞
い
た

が
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
大

事
な
問
題
だ
と
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
」
と
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
34
年
を
迎
え

た
4
月
2
日
、
消
費
税
を
減
税
し
、
岸

田
政
権
の
大
軍
拡
・
大
増
税
を
止
め
よ

う
と
、
今
年
も
中
根
橋
に
37
人
（
東
京

土
建
か
ら
28
人
）
が
集
ま
り
「
消
費
税

導
入
日
行
動
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

桜
の
花
が
舞
い
散
る
中
で
、
石
神
井

川
沿
い
を
練
り
歩
き
、
途
中
の
橋
で
、

「
消
費
税
を
5
％
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
は

中
止
を
」
と
、
お
花
見
を
し
て
い
る
人

や
買
い
物
中
の
人
な
ど
に
呼
び
か
け
、

署
名
宣
伝
行
動
を
行
い
、
短
時
間
の
取

り
組
み
で
1
1
0
筆
の
署
名
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
本
質
学
ん
だ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
本
質
学
ん
だ

「
原
発
を
止
め
た
裁
判
長
」の
講
演
に

勇
気
を
も
ら
っ
た
映
画
と
講
演
会

「
原
発
を
止
め
た
裁
判
長
」の
講
演
に

勇
気
を
も
ら
っ
た
映
画
と
講
演
会

3
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

3
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

「
3
・
13
重
税
反
対
板
橋
区
民
総
決
起
集
会
と

集
団
申
告
」
が
3
月
14
日
、
大
山
の
板
橋
区
立
文

化
会
館
で
行
わ
れ
、
全
体
で
2
0
0
人
（
土
建
か

ら
1
0
5
人
）
の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

樋口 英明さん
福井地方裁判所
元裁判長

インボイスについて学習しました

桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜桜吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中

消費税
導入日行動
消費税
導入日行動

集
団
申
告
に
向
け
書
類
の
最
終

チ
ェ
ッ
ク

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い

集
会
で
意
思
統
一

もう黙っていられない！もう黙っていられない！

ストップイ
ンボイス意
思統一を行
いました

夜の日比谷に1000人が
結集した決起集会

デモ行進出発を待つ仲間

お
花
見
に
来
て
い
る
人
も
足
を
止

め
て
署
名
し
て
く
れ
ま
す
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今
回
は
、
な
ん
と
山
形
か

ら
長
崎
ま
で
有
機
栽
培
の
研

修
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
い
や
〜
遠
か
っ
た
、
片

道
約
6
時
間
！
も
う
移
動
だ

け
で
へ
と
へ
と
で
す
。

研
修
は
翌
日
で
し
た
の

で
、
と
り
あ
え
ず
佐
世
保
と

い
え
ば
「
佐
世
保
バ
ー
ガ

ー
」
な
ど
食
べ
て
九
州
の
地

を
満
喫
し
ま
し
て
、
本
題
の

研
修
へ
。

有
機
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
で
、
一
般
的

な
栽
培
方
法
で
は
な
く
、
独

自
の
栽
培
を
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
の
圃
場
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

事
を
考
え
る
人
も
い
る
も
の

だ
な
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

私
た
ち
も
何
か
尖
っ
た
こ

と
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
の
か
？

と

悩
ま
さ
れ
も
し
ま
し
た
。
で

も
逆
に
し
っ
か
り
と
し
た
道

を
歩
ん
で
、
遠
回
り
だ
と
し

て
も
間
違
い
の
な
い
も
の
を

提
供
す
る
の
が
私
た
ち
の
道

な
の
だ
ろ
う
と
再
確
認
で
き

た
旅
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
4
月
に
小
・
中
学
校

に
新
入
学
の
1
年
生
の
お
子

さ
ん
に
、
ど
け
ん
共
済
会
か

ら
新
入
学
祝
い
と
し
て
、
図

書
カ
ー
ド
5
千
円
分
を
進
呈

し
ま
す
。
申
請
が
必
要
で

す
。ま

た
、
高
等
学
校
入
学
の

お
子
さ
ん
に
は
、
板
橋
支
部

か
ら
の
祝
い
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
支
部
事
務
所

（
☎
0
3
―
3
9
6
3
―
5

3
2
5
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

○
求
人

鳶
工

社
員
等
3
人
以
上
／

小
川
建
設
／
小
川
昌
慈
・
坂

下
分
会
☎
0
9
0
―
9
1
0

1
―
1
2
3
9
／
経
験
不
問

○
設
備
多
能
工

社
員
等
3

人
以
上
／
Ｙ
ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
㈱
／
棟
方
良
忠
・
事

業
所
分
会
☎
0
3
―
5
8
7

―
5
―
8
8
0
1
／
経
験
者

○
と
び

社
員
等
2
人
／
㈱

誠
和
興
業
／
平
野
誠
・
事
業

所
分
会
☎
0
3
―
6
7
8
2

―
1
1
8
8
／
要
普
免
・
見

習
可

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
土

木
施
工
管
理
技
士
・
電
気
工

事
現
場
管
理

社
員
等
2
人

／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前
野
中

台
分
会
☎
0
8
0
―
5
5
7

6
―
4
4
7
3
／
有
資
格
者

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。

5月28日（日）
【申込締切】5月12日（金）
【実施場所】小豆沢病院（定員40名）

◇平日の健診もご利用ください
（予約が必要です）

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

日 程 表
2023年4月

機関会議など

（区長選告示）
書記局会議2時～（事務所閉まります）

分会長会議
共済審査

（区長選投票日）

住宅デー実行委員会
本部中執

2023年5月
機関会議など

書記局会議（事務所閉まります） 四役・常任

拡大執行委員会
発送

書記局会議2時～（事務所閉まります）

組合活動

納入日 訪問行動日

本部報告
群長学校

立て看行動

組合活動
メーデー

日曜行動 ベルトサンダー

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

⑧

前立腺がん

1，000円

50歳以上の土建
国保加入者は無
料

⑦

大腸がん

1，000円

40歳以上の土建
国保加入者
基本に含む

⑥

有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤

じん肺

1，000円

④

骨粗鬆症

2，000円

③

胃がん

（バリウム）

3，000円

50歳以上の土建
国保加入者
無料

②

胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円

50歳以上の土建
国保加入者
3000円

①

基本健診

無料

項目

費用

日曜健康診断のご案内

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

有
機
栽
培
の
学
び

佐
世
保
研
修

新
入
学
祝
い

お
子
さ
ん
に

図
書
カ
ー
ド
5
千
円
分
な
ど

申
請
し
て

く
だ
さ
い

申
請
し
て

く
だ
さ
い

会
議
を
除
く

1
日
訪
問
行
動

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り
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